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２
千
800
人
の
処
理
能
力
に

対
し
、
約
３
千
500
人
と
な

り
十
分
対
処
可
能
と
な

る
。

問　

原
発
復
興
に
伴
う
生

活
環
境
確
保
と
住
民
の
帰

還
促
進
が
進
ま
な
い
。
特

に
、
子
育
て
世
代
の
帰
還

促
進
策
と
幼
稚
園
・
保
育

園
の
受
入
体
制
及
び
医
療

機
関
・
介
護
福
祉
施
設
の

充
実
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

帰
還
を
困
難
と
し
て

い
る
市
内
の
全
域
除
染
を

確
実
に
推
進
し
、
放
射
線

は
頂
い
て
い
る
が
、
全
体

的
に
参
加
は
少
な
い
。
Ｈ

26
も
継
続
予
定
で
あ
り
、

広
報
等
も
利
用
し
分
か
り

や
す
く
進
め
た
い
。

問　

Ｓ
Ａ
を
核
と
し
た
、

商
品
開
発
に
主
眼
を
置
い

て
い
る
よ
う
だ
が
、
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
な
ど
、
幅
広
い
人
的

交
流
や
宿
泊
施
設
の
充
実

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
展

開
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
如
何
か
。

に
よ
る
不
安
の
払
拭
に
努

め
る
。
園
児
の
受
入
体
制

と
職
員
数
は
充
足
し
て
い

る
。

　

医
療
機
関
職
員
不
足
等

は
人
材
育
成
・
看
護
体
制

支
援
事
業
で
解
消
に
努
め

る
。

答　

Ｓ
Ａ
は
全
国
か
ら

様
々
な
人
が
訪
れ
る
場
所

で
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し

特
産
品
や
観
光
、
文
化
な

ど
地
域
情
報
を
全
国
に
発

信
し
、
風
評
被
害
払
拭
、

消
費
拡
大
、
来
訪
者
の
増

加
を
図
り
、
産
業
の
活
性

化
や
交
流
人
口
の
拡
大
に

寄
与
す
る
と
考
え
て
い

る
。

問　

津
波
被
災
者
で
、
既

に
下
水
道
に
加
入
し
て
い

た
人
に
、
移
転
先
で
の
下

水
道
受
益
者
負
担
金
の
助

成
を
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

答　

負
担
金
は
、
下
水
道

事
業
に
係
わ
る
本
管
工
事

費
の
一
部
と
し
て
、
受
益

地
に
対
し
て
負
担
し
て
貰

う
も
の
で
あ
り
、
移
転
先

が
受
益
地
と
し
て
賦
課
さ

れ
な
い
土
地
の
場
合
は
、

減
免
の
項
目
に
該
当
し
な

い
の
で
、
負
担
し
て
頂
く

こ
と
に
な
る
。

問　

鹿
島
西
部
地
区
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
の
増

設
は
い
つ
ま
で
終
わ
ら
せ

る
予
定
か
。
ま
た
今
後
ど

の
位
の
処
理
能
力
が
あ
る

の
か
伺
う
。

答　

処
理
能
力
の
増
拡
張

は
27
年
度
内
完
成
予
定
。

既
存
施
設
一
日
の
処
理
量

は
767
㎥
に
対
し
418
㎥
の
使

用
し
か
な
い
所
に
180
㎥
が

増
設
さ
れ
る
の
で
、
現
在

問　

被
災
地
域
農
業
復
興

総
合
支
援
事
業
（
南
相
馬

復
興
大
学
）
の
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
状
況
と
、
そ

の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
、
特
産
品
開
発
を
目

指
し
て
い
る
。
Ｈ
24
は
９

回
・
Ｈ
25
は
10
回
に
わ
た

り
、
特
産
品
開
発
や
海
産

物
・
農
産
物
の
風
評
被
害

を
払
拭
す
る
取
り
組
み
、

さ
ら
に
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
再
生

に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。

一
部
は
商
品
化
段
階
に
あ

る
が
、
首
都
圏
で
の
テ
ス

ト
販
売
を
行
い
消
費
者
の

反
応
を
見
極
め
て
い
く
。

問　

東
京
で
は
多
く
の
方

の
参
加
が
あ
っ
た
が
、
逆

に
市
民
が
こ
の
よ
う
な
活

動
を
知
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
市
民
に
対
し
て

し
っ
か
り
報
告
す
べ
き
と

思
う
が
如
何
か
。

答　

市
民
の
一
定
の
参
加

質問を終えて
　帰還促進策の切り札は市内
全域の確実な除染で放射線不
安を払拭させる事に尽きるの
では。

質問を終えて
　常磐道、来年ＧＷまでに全
線開通！　真価が問われる「南
相馬復興大学」

そ
の
他
の
質
問

❶ 

若
者
が
帰
還
を
希
望
す

る
よ
う
な
企
業
誘
致
を

❷ 

農
林
水
産
物
の
風
評

対
策
は

❸ 

本
市
の
Ｊ
Ｒ
等
基
幹
交

通
網
の
回
復
を

そ
の
他
の
質
問

❶ 

復
興
計
画
見
直
し
の
基

本
的
考
え
は

❷ 

再
エ
ネ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン

の
現
況
は

❸ 

農
山
漁
村
再
エ
ネ
法
に

対
す
る
考
え
は

西部処理場（鹿島区）

復興大学（千代田区ワテラス） 一
般
質
問

震
災
・
原
発
復
興

震
災
・
原
発
復
興

政
策
は
万
全
？

政
策
は
万
全
？

復
興
大
学
の
成
果
と

復
興
大
学
の
成
果
と

今
後
の
取
組
は

今
後
の
取
組
は

西 　

銑
治 

議
員

奥
村 

健
郎 

議
員
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議員のつぶやき
未

答　

工
事
等
に
お
け
る
資

材
不
足
に
伴
う
高
騰
、
更

に
人
材
不
足
に
よ
る
労
務

単
価
の
上
昇
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
国
・
県
で
示
さ

れ
た
対
策
等
を
速
や
か
に

対
応
し
て
き
た
。
更
な
る

国
・
県
か
ら
の
特
例
措
置

等
が
示
さ
れ
た
場
合
に
つ

い
て
も
、こ
れ
ま
で
同
様
、

速
や
か
な
対
応
を
図
る
。

い
う
こ
と
が
必
要
だ
。

問　

将
来
の
人
口
想
定
を

実
現
す
る
に
は
、
移
り
住

む
方
、
働
く
方
の
確
保
、

そ
う
い
う
観
点
が
重
要
。

ど
の
よ
う
な
産
業
に
よ
り

将
来
人
口
を
支
え
る
の
か

考
え
を
伺
う
。

答　

産
業
創
出
に
向
け
た

こ
れ
か
ら
の
人
材
育
成
に

あ
た
っ
て
は
、
従
来
の
食

や
物
づ
く
り
を
支
え
る
人

材
育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
新
た
な
事
業
、
人
材

の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

　

国
の
事
業
を
通
じ
研
修

し
、
技
術
向
上
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
も
協
議
会
を
つ
く
り
新

た
な
産
業
に
結
び
つ
け
よ

う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
三
次
産
業
の
新
た
な
分

野
に
つ
い
て
積
極
的
に
誘

致
し
た
り
、
育
て
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

不
足
す
る
市
職
員
確

保
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

任
期
の
定
め
の
な
い

職
員
の
前
倒
し
採
用
の

他
、
任
期
付
職
員
の
採

用
、
中
長
期
派
遣
職
員
や

再
任
用
職
員
の
確
保
、
さ

ら
に
は
復
興
庁
等
の
派
遣

職
員
の
確
保
を
進
め
、
復

興
に
必
要
な
職
員
確
保
に

努
め
る
。

問　

入
札
不
調
対
策
に
つ

い
て
、
対
応
を
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
技
術
者
の

確
保
対
策
等
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
新
年
度
か
ら

復
興
Ｊ
Ｖ
制
度
の
運
用
を

予
定
し
て
い
る
。

問　

25
年
度
の
入
札
不
調

の
発
生
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

１
月
末
現
在
221
件
中

14
件
6.3
％
、
昨
年
度
は
232

件
中
10
件
4.3
％
で
あ
る
。

　

不
調
防
止
対
策
と
し

て
、
同
一
の
工
種
集
約
を

図
る
等
、
１
件
当
た
り
の

発
注
数
量
の
拡
大
を
図
り

対
応
し
て
き
た
。

問　

市
の
復
旧
・
復
興
の

基
礎
は
、
社
会
資
本
の
整

備
で
あ
り
、
入
札
不
調
に

よ
っ
て
遅
れ
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。

国
・
県
で
は
、
入
札
不
調

対
策
と
し
て
様
々
な
制
度

を
講
じ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
の
か
伺
う
。

問　

今
後
策
定
す
る
総
合

計
画
に
、
今
後
の
人
口
想

定
と
帰
還
の
あ
り
方
や
時

期
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し

て
い
く
の
か
。

答　

帰
還
推
進
事
業
で
は

大
幅
に
減
少
し
た
生
産
年

齢
人
口
の
回
復
に
向
け
た

取
り
組
み
を
中
心
と
し
て

い
る
。
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
を
大
き
な
課
題
と
し

て
捉
え
、
人
口
想
定
の
上

で
総
合
計
画
の
施
策
体
系

を
構
築
し
、
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
。

問　

当
市
の
人
口
は
今
後

10
年
間
で
10
％
程
度
の
自

然
減
が
見
込
ま
れ
る
。
早

急
に
人
口
を
想
定
し
た
上

で
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
。
考
え
を
問
う
。

答　

自
然
減
で
相
当
減
少

し
て
い
く
。
た
だ
、
政
策

的
に
延
ば
す
部
分
も
相
当

あ
る
。
議
論
を
十
分
に
し

な
が
ら
、
ど
れ
だ
け
の
人

口
を
目
標
に
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
か
と

質問を終えて
　復興計画の整理と総合
計画の策定が控える中、
地域の未来をしっかり議
論し、形にしたい。

建設が進む原町区大町西災害公営住宅

岐阜県の次世代教育プログラムの様子

そ
の
他
の
質
問

❶ 

職
員
数
減
少
の
現
状
認

識
は

❷ 

派
遣
職
員
確
保
は

そ
の
他
の
質
問

❶ 

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
震
災
に

よ
る
子
供
の
影
響
は

❷ 

住
民
意
向
を
踏
ま
え
た

施
設
整
備
を

質問を終えて
　未来ある子どもたちに「つ
なげよう、この愛するまち」を。
これが私の想いです。

一
般
質
問

つ
な
げ
よ
う

つ
な
げ
よ
う愛

す
る
ま
ち

愛
す
る
ま
ち

将
来
の
市
の

将
来
の
市
の

あ
り
か
た
に
つ
い
て

あ
り
か
た
に
つ
い
て

太
田 

淳
一 

議
員

但
野 

謙
介 

議
員


